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Nカムカメラバー 

・2眼カメラとモーションセンサー内蔵 

・重量：1.2kg（15/19mmロッドに装着） 

・電源：12V 0.9A（Dタップ等から供給） 

・レンズ情報（フォーカス・ズーム）は、 

 フジノン・キヤノンのバーチャルポート  

 (デジタル20ピン)出力をカメラバーに接続 

・データー（1G-Ether）をトランク回線に接続 

Nカムサーバー 

・リナックスベース 

・レンズキャリブレーションデーターは、 

 従来通り外部描画機側で用意。 

 (Nカムライブで作成し、VizRT・Brainstorm向けに 

  エクスポートも可能) 

・AC電源のみ対応（約1000W） 

外部描画機（VizRT・Brainstorm、Unity等） 

・撮影前にCG素材を用意 

（本システムはユーザー様でご用意願います） 

・使用するレンズファイルを用意 

ワークフロー 

・撮影前 

 －使用するカメラとレンズでワンポイント・キャリブレーション（ズームレンズ1本で、15-30分） 

 －VizRT・Brainstorm側で、CG素材を用意 

・撮影時 

 －カメラバーの取り付け位置を決めてから、チャート撮影（5分程度） 

 －Nカムサーバー上で、3D空間の原点を設定 

1G-Etherトランク回線があれば、 

光ファイバー（レモ・多治見）1本で運用可能 

RS-422を介し、カメラトラッキングデータとレン

ズのフォーカスズームデータを送る。 

カメラ CCU 

・1G-EtherをNカムサーバーに接続 

・カメラHD-SDIをNカムサーバーに接続 

・描画機の出力をリターンに接続 


